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自主的・対話的な深い学び

（アクティブ・ラーニング）

教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり、学修者の能
動的な学修への参加を取り入れ た教授・学習法の総称。学修者
が能動的に学修することによって、認知的、倫理的、社会的能力、
教養、知識、経験を含めた汎用的能力の育成を図る。発見学習、
問題解決学習、体験学習、調査学習等が含まれるが、教室内で
のグループ・ディスカッション、ディベート、グループ・ワーク 等も有
効なアクティブ・ラーニングの方法である。





文部科学省の目標

中学生 英検3級

Goal → 50%



英語教員の英語力 英検準1級

Goal → 50%



英語で授業での英語の使用について



英検3級以上の生徒の数と英検準１級以上の教員数の相関

英検3級以上の生徒数
が多い都道府県

r= 0.401

中学校

英検準1級以上の教員数
が多い都道府県

29 奈良県 48.00%

13 東京都 47.10%

18 福井県 46.50%

12 千葉県 45.90%

17 石川県 43.90%

16 富山県 41.70%

10 群馬県 39.80%

36 徳島県 39.60%

11 埼玉県 38.30%

5 秋田県 37.10%

25 滋賀県 37.10%

18 福井県 56%

36 徳島県 49%

16 富山県 48%

13 東京都 47%

34 広島県 39%

17 石川県 39%

25 滋賀県 39%

47 沖縄県 37%

41 佐賀県 36%

45 宮崎県 36%

44 大分県 35%

29 奈良県 35%

12 千葉県 52.1

5   秋田県 48.6

13 東京都 47.9

17 石川県 47.8

18 福井県 42.7

14 神奈川県 41.9

11 埼玉県 41.6

31 鳥取県 40.7

10 群馬県 40.4

26 京都府 40.4

2015 2016

18 福井県 51.7

16 富山県 48.7

13 東京都 45.3

17 石川県 41.7

34 広島県 41.1

36 徳島県 41

14 神奈川県 36.6

25 滋賀県 35.9

23 愛知県 34.5

47 沖縄県 34.2

2015 2016
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コミュニケーション中心の英語指導で
入試に対応できるのか
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■SELHiの英語教育の成果 -Ⅱ期校のGTECとｾﾝﾀｰ試験の結果より-

SELHｉの英語力伸長度は各成績層とも一般校を上回る
SELHｉの取り組み・指導は入試の結果（ｾﾝﾀｰ試験英語）にもつながる

「ｾﾝﾀｰ試験自己採点集
計」と「GTEC ｆｏｒ ＳＴＵ
ＤＥＮＴＳ」の受験データ
より作成

・各成績層のＳＥＬＨｉデー
タはⅡ期指定校のうち20

校1853人のデータを使
用。

・ｾﾝﾀｰ試験自己採点集
計40万人のデータから
GTECを複数回受検して
いるSELHｉ以外の7万人
を抽出。

GTEC TotalGTEC Totalスコアスコア ｾﾝﾀｰ試験得点ｾﾝﾀｰ試験得点
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小学校英語教育の現状と目標



外国語活動

目標

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外
国語による聞くこと，話すことの言語活動を通して，コミュニケーショ
ンを図る素地となる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1) 外国語を通して，言語や文化について体験的に理解を深め，日

本語と外国語との音声の違い等に気付くとともに，外国語の音声や
基本的な表現に慣れ親しむようにする。

(2) 身近で簡単な事柄について，外国語で聞いたり話したりして自
分の考えや気持ちなどを伝え合う力の素地を養う。

(3) 外国語を通して，言語やその背景にある文化に対する理解を深

め，相手に配慮しながら，主体的に外国語を用いてコミュニケーショ
ンを図ろうとする態度を養う。



外国語

目標

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国語による聞くこ
と，読むこと，話すこと，書くことの言語活動を通して，コミュニケーションを図る基礎と
なる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

（１） 外国語の音声や文字，語彙，表現，文構造，言語の働きなどについて，日本語
と外国語との違いに気付き，これらの知識を理解するとともに，読むこと，書くことに慣
れ親しみ，聞くこと，読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにお
いて活用できる基礎的な技能を身に付けるようにする。

(2) コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，身近で簡単な事柄につ
いて，聞いたり話したりするとともに，音声で十分に慣れ親しんだ外国語の語彙や基
本的な表現を推測しながら読んだり，語順を意識しながら書いたりして，自分の考え
や気持ちなどを伝え合うことができる基礎的な力を養う。

(3) 外国語の背景にある文化に対する理解を深め，他者に配慮しながら，主体的に
外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。



思考力・判断力・表現力

(2) 情報を整理しながら考えなどを形成し，英語で表現したり，伝え
合ったりすることに関する事項
具体的な課題等を設定し，コミュニケーションを行う目的や場面，
状況などに応じて，情報を整理しながら考えなどを形成し，これら
を表現することを通して，次の事項を身に付けることができるよう
指導する。

(3) 言語活動及び言語の働きに関する事項
①言語活動に関する事項(2)に示す事項については，(1)に示す事項を
活用して，例えば次のような言語活動を通して指導する。

＊（１） ＝ 知識・技能（言語的知識と個別技能）

思考力・判断力・表現力

知識・技能

言語活動



聞くこと
(ｱ) 自分のことや学校生活など，身近で簡単な事柄について，

簡単な語句や基本的な表現を聞いて，それらを表すイラスト
や写真などと結び付ける活動。

(ｲ) 日付や時刻，値段などを表す表現など，日常生活に関す
る身近で簡単な事柄について，具体的な情報を聞き取る活動。

(ｳ) 友達や家族，学校生活など，身近で簡単な事柄について，

簡単な語句や基本的な表現で話される短い会話や説明を，
イラストや写真などを参考にしながら聞いて，必要な情報を得
る活動。



読むこと
(ｱ) 活字体で書かれた文字を見て，どの文字であるかやその文
字が大文字であるか小文字であるかを識別する活動。

(ｲ) 活字体で書かれた文字を見て，その読み方を適切に発音す
る活動。

(ｳ) 日常生活に関する身近で簡単な事柄を内容とする掲示やパ
ンフレットなどから，自分が必要とする情報を得る活動。

(ｴ) 音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を，
絵本などの中から識別する活動。



話すこと［やり取り］
(ｱ) 初対面の人や知り合いと挨拶を交わしたり，相手に指示や依
頼をして，それらに応じたり断ったりする活動。

(ｲ) 日常生活に関する身近で簡単な事柄について，自分の考え

や気持ちなどを伝えたり，簡単な質問をしたり質問に答えたりし
て伝え合う活動。

(ｳ) 自分に関する簡単な質問に対してその場で答えたり，相手に
関する簡単な質問をその場でしたりして，短い会話をする活動



話すこと［発表］
(ｱ) 時刻や日時，場所など，日常生活に関する身近で簡単な事柄
を話す活動。

(ｲ) 簡単な語句や基本的な表現を用いて，自分の趣味や得意なこ
となどを含めた自己紹介をする活動。

(ｳ) 簡単な語句や基本的な表現を用いて，学校生活や地域に関

することなど，身近で簡単な事柄について，自分の考えや気持ち
などを話す活動。



書くこと
(ｱ) 文字の読み方が発音されるのを聞いて，活字体の大文字，小
文字を書く活動。

(ｲ) 相手に伝えるなどの目的を持って，身近で簡単な事柄につい
て，音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句を書き写す活動。

(ｳ) 相手に伝えるなどの目的を持って，語と語の区切りに注意し

て，身近で簡単な事柄について，音声で十分に慣れ親しんだ基本
的な表現を書き写す活動。

(ｴ) 相手に伝えるなどの目的を持って，名前や年齢，趣味，好き嫌

いなど，自分に関する簡単な事柄について，音声で十分に慣れ親
しんだ簡単な語句や基本的な表現を用いた例の中から言葉を選
んで書く活動。



・ 「知識及び技能」については，実際に外国語を用いた言語活動を
通して，外国語の音声や文字，語彙，表現，文構造，言語の働きな
どについて，日本語と外国語との違いに気付き，これらの知識を理
解するとともに，「読むこと」，「書くこと」に慣れ親しみ，「聞くこと」，
「読むこと」， 「話すこと」，「書くこと」による実際のコミュニケーション
において活用できる基礎的な技能を身に付けるようにすることとし
た。

・ 「思考力，判断力，表現力等」については，具体的な課題等を設定
し，コ ミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，情報
や考えなどを表現することを通して，身近で簡単な事柄について，
聞いたり話したり するとともに，音声で十分に慣れ親しんだ外国語
の簡単な語句や基本的な表現を推測しながら読んだり，語順を意
識しながら書いたりして，自分の考えや気持ちなどを伝え合うことが
できるよう指導することとした。

帰納的な言語形式の習得を目指す



なお，he や she などの人称代名詞を含む文を扱う際には，児童の発達の段
階を考慮して，その場にいない人を話題にするなどの場面設定をし，児童が
he， she などの使い方を言語活動を通して分かるようにするとともに，文法の
解説を したり複雑な文になったりしないように留意することが必要である。

小学校の外国語科においては，動名詞や過去形を文から取り出して指導する
こ とはしない。例えば，好きなものを伝えるときに，I like playing tennis. と表
現することを指導するが，playing tennis の部分に焦点をあてて，動名詞の使
い方を理解させ，Playing tennis is fun. などの異なる表現の中で活用すること
を指導するわけではない。

小学校の外国語科においては，文及び文構造を基本的な表現として扱うこと
が意図されている。例えば，小学校の外国語科においては，得意なものを紹
介し合う活動において I am good at playing tennis. という表現に触れて，その
意味を把握したり，自ら活用したりするが，「代名詞」の用法や「動名詞」の用
法について理解し活用するのは中学校の段階で扱う。



短時間学習をどうする







誰が教えるのか？



文部科学省「教育課程の編成・実施状況調査（H25）」

現状

小学校で専科指導を行っている学校の割合は
低い（５年生は5.8％、６年生は6.2％）

小学校教員で中学校外国語科の免許状を有す
る者は約４％



○ALTや外国語が堪能な地域人材とのティーム・ティー

チングを行いながら、児童の実態を把握し、指導に生か
すことができる学級担任が重要である。

・地域の実情を踏まえ、学級担任とALTや専科指導

を行う教員、学級担任と英語が堪能な外部人材との
ティーム・ティーチング行うなど柔軟な指導体制が整備さ
れることが必要である。

外国語活動



○高学年における英語指導に求められる教員と外部
人材の資質・能力・資格要件

・児童への指導に当たっては、英語教育に関する専
門性を前提としながらも、児童理解の観点、他教科等
と連動した学習内容・活動を行う観点から、学級経営を
基盤とした授業の実施等に対応できる指導者が求めら
れる。

・専門性を有する適切な人材に特別免許状を積極
的に授与し活用することや、英語が堪能な地域人材、
英語担当教員の退職者等を非常勤講師として活用す
るための方策も講じる

教科としての英語



中学校

他教科での学習内容、学校生活における活動、地域行事、生徒の体験等と関連付け
ることで、文法訳読に偏ることなく、互いの考えや気持ちを英語で伝え合う言語活動を
中心とする授業を構成することが可能になる

高等学校

高等学校では、中学校との円滑な接続を図りながら、国際社会の多様性に対応した
目標・内容を設定し、幅広い話題について発表・討論・交渉などを行う言語活動の高
度化を図ることが適当である。

教科横断・合教科型の内容

今後の英語教育の改善・充実方策について（報告）～グローバル化に
対応した英語教育改革の五つの提言～

小学校

児童への指導に当たっては、英語教育に関する専門性を前提としながらも、
児童理解の観点、他教科等と連動した学習内容・活動を行う観点から、学級
経営を基盤とした授業の実施等に対応できる指導者が求められる



小学校担任の利点

全教科を教えている

英語を使って、理科、社会、家庭科、図画工作、音楽

昆虫採集 → 生息地

Firefly → water

Beetle → tree

Cricket → grass



Benesse (2015)中高生の英語学習に関する実態調査2014
http://berd.benesse.jp/global/research/detail1.php?id=4356

Benesse (2015) 中高生の英語指導に関する実態調査
ｈｔｔｐ://berd.benesse.jp/up_images/research/Eigo_Shido_all.pdf

CLIL International Research Journal （http://www.icrj.eu/) 

Test and Score Data Summary for TOEFL Internet-based and Paper-based Tests 2015  

https://www.ets.org/s/toefl/pdf/94227_unlweb.pdf

「国際共通語として英語力向上のための５つの提言と具体的施策」（平成２３年７月１３日）
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/082/houkoku/1308375.htm

文部科学省（2017)次期学習指導要領 http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1383995.htm
文部科学省（2017） 平成28年度「英語教育実施状況調査」の結果
http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/1382899.htm

文部科学省(2013)外国語教育における「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標設定に関する検討会議（第7回）
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/092/shiryo/1330903.htm

文部科学省（2014）今後の英語教育の改善・充実方策について報告～グローバル化に対応した英語教育改革の５つ
の提言～ http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/102/houkoku/1352460.htm

東京都教育委員会（2016） 東京都英語教育線逆会議最終報告書
渡部、池田、和泉（編著） 2011 『CLIL内容言語統合型学習：上智大学外国語教育の新たなる挑戦、第1(原理と方法）』
（上智大学出版）
渡部、池田、和泉（編著） 2012 『CLIL内容言語統合型学習：上智大学外国語教育の新たなる挑戦、第2巻（実践と応
用）』 （上智大学出版）

References


